














































































































































































































































































































































4. 1. 実践 I器械・器具を使っての運動遊び
～めざせ2Cにんじゃ！～
子どもたちは単元を通して，学習に意欲的に取り組
んでいた。それは，「にんじゃ」という設定だけでなく。
3色のカードによってそれぞれの場における，子ども
たちの学びを毎時間みとることができたからだと考え
る。場によって，それぞれの子どもたちの学びの方向
が「動き」なのか「ルール」または「器具」なのかを
知ることで，適切に支援の声かけや，課題の共有化が
できたと思われる。
単元の中で，自分たちのふり返りの言葉が，「場」や
「動き」の変化につながり，おもしろさも広がってい
くことを実感できたのではないだろうか。
4. 2. 実践I多様な動きをつくる運動遊び
～つくって遊ぼう 2Cさなだ道場～
～めざせ2Cにんじゃ ！～では3つの場を順に回っ
たが，この単元では「場づくり」に問題意識を持たせ
るために，したいところを選んで運動するようにしt~
ふり返りでは「もっと手伝ってほしい」「器具を増や
してほしい」「難しいから簡単なコースもほしい」など
「場の改善点」が主な内容になった。その中で単元後
半では「どうしてもあまり人が来てくれない」という
子の悩みに対し，子どもたちは「全部の道場を回るス
トーリーをつくつてしゅぎょうすればいい」とする考
えに行きついた。
子どもたちは，運動を作っていく中で，出てきた大
きな障害を自らの考えで乗り越えていくという経験が
できた。ストーリーという考えがもてたのも，ごっこ
遊びを楽しむ素地に，生活科での「忍者学習」がつな
がったためであると考えられる。
5 成果と課題
5. 1. カリキュラムについて
「にんじゃ」を学習のキーワードにしたことで，生
活科と体育科を中心とした学習のつながりを感じさせ
ることができた。年間を通して使用できるキーワード
を設定することの重要さを感じt~
また先に「器械 ・器具を使っての運動遊び」を扱う
ことは，着手や前転がりなどの体の動きや，器械・器
具の扱い方を身に付けさせることになり，その後の「体
つくり運動」において，より主体的な活動を促すこと
ができた。
5. 2. ワークショップ形式について
生活牙斗での「お店屋さんごっこ」の経験により，グ
ループの話し合いによる道場づくりは子どもたちに理
解しやすいようであっt=.oグループ内に生じる意見の
違いについても，妥協点を見出すなど生活科での経験
が活かされていた。道場づくりを通して，運動に主体
的にかかわる経験をし，その素地を養うことができた
と考える。
課題として，道場主としての活動が，運動の量も質
も確保しにくいことがあげられる。45分の中では難
しいが，単元を通してそれらを保障し， 終了時には成
果や成長を感じられるよう見通しをもって単元を構成
する必要がある。
5. 3. 態度測定の結果から
実践 Iの後では，男女とも，先生の授業に対する子
どもたちの評価の値が上昇し，子どもたちのよろこび
はあまり上昇しなかっt=.o態度の形成過程としては，
まず評価が育つので，当たり前の結果だと言えるが，
その一方で「理に勝ちすぎた授業」だったともいえる。
また「挑戦する態度」の低下については，準備や片付
けが大変で，中心の活動が少なく感じてしまったと考
えられる。また「深い感動」の値が減少した点につい
ては，できたことを実感できる手立ての必要性が明ら
かとなった。
実践1の後「挑戦する態度」の値が向上した。これ
は，道場主が個に合わせて場づくりを行っていたこと
による成果だと感じる。自分たちでつくる道場は，準
備も後片付けも，意識の持ち方が違うのではないかと
も思われる。
「深い感動」については，実践Iから変化はなかっ
た。多様な動きをつくる運動遊びの領域において，動
きの習得のよろこびをどのように子どもたちに味わわ
せていくのかが，課題であると感じた3
6 おわりに
休憩時間の始まりに，「プレイランドでしゅぎょうす
る人」と誘い合う子どもたち。「にんじゃ」というキー
ワードが自分の中に位置づいているのを感じる。
また単元終了後、1年生を招いて「2Cさなだ道場
｛加験入門」を行った時には、最後のふり返りで， 1年
生の男の子から「2年生になったらこんなことができ
るんだなと思いました」という感想が聞かれた。
来年度は， 2年生の1年間だけでなく 1年2年と「に
んじゃ」をキーワードに 2年間のカリキュラムづくり
を進めていきたい。
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